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新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが「5 類」に移行し、1 年が経過

しました。今年の大型連休は、各地でのイベントが再開され、足を運ばれた会

員の皆さんもたくさんいらっしゃるのではないでしょうか。私も 2020 年に開催

しそびれた、母校の卒業生主催の演奏会に参加しました。高齢になった恩師の

タクトに合わせ、反応しにくくなった運指にて譜面をたどり、短い時間ではあ

りましたが、懐かしく、楽しい一時を過ごしました。ウン十年の年月の経過

は、あっという間に逆戻りし、その当時の時間や空間、さまざまなエピソード

やその時々の感情を共にした恩師や縦横の同志たちは、かけがいの無い存在だ

と、改めて感じました。 
 ４月から職域が変わり、コピーした住宅地図を切り貼りして、担当エリア内

のケース宅を覚える毎日です。気が付けば、故郷を離れ、こちらで生活する時

間の方が長くなっていますが、普段何気に通っている道も、一筋入ると、見慣

れない街並みである事に驚きます。地図を片手に訪問すると、さまざまな個々

の生活が垣間見えます。今まで生活をしてきた自宅や地域での、本人のありた

い生活観を尊重し、本人や周りの家族などの持てる力を邪魔しないよう、先取

りし過ぎず、良いタイミングがあれば、その時に…くらいの距離感を目指して

いますが、実際の場面では簡単ではありません。 
一方で、毎日、何かしらの珍事が起こるおもしろさや、高齢者介護のよろず

相談所での、専門的で正確なコンシェルジュのような役割にも目新しさを感じ

ます。最近は、遠方に住まわれている子供さんからの地元の介護保険サービス

に関する問い合わせや、認知症の BPSD に関する困り事の相談、片づけられな

い生活環境への関わりなどが増えているようです。本人のみならず、家族の課

題が複雑に絡んでいるケースが多いのも、地域に出てさらに感じる事です。 
また、以前に地域ケア個別会議でリハ専門職として助言したケースが担当と

なりました。実際の生活場面を見た時に、「あの時の私の助言は、お役に立て

たのかな？」と悩ましく思った事もありました。会議の場では、紙面からの情

報や短時間での聞き取りだけでその人の生活を想像し、専門的で有益な助言を

言わんとばかり、肩に力が入りがちでしたが、「援助者に寄り添う援助者」の

立場を忘れてはいけないなぁと思いました。 
土地柄、いつかは必要になるかもしれないと、眠っていた英会話のCDを引っ

張り出してきて通勤の車中で聴き始めました。自分の生活の質の向上に繋がる

でしょうか…？ 

 

 

暮らしをささえる 
 
 
       

             

 

 
                    

   
 

所属：岩国市岩国第一地域包括支援センター 
氏名：三宅 真寿美 
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第 35 回山口県作業療法学会のご案内と  

演題募集について  
 

この度、下記の内容で第 35 回山口県作業療法学会を開催することとなりました。今年も対面での

開催を予定しております。今回は周南・柳井地区が担当します。詳細が決まり次第、随時案内を予定

しております。  
つきましては、会員の皆様より一般演題を募集しますので、多数の応募をお願い申し上げます。  

1.テ ー マ：臨床における思考プロセスの深化 ～作業は生きる栄養素～  

2.会 期：2024 年 10 月 20 日(日)  

3.開催形式：対面形式  

4.開催場所：周南市学び・交流プラザ（山口県周南市中央町 4−10）  

5.学 会 長：御書 正宏（周南リハビリテーション病院）  

6.基調講演：寺岡 睦先生（吉備国際大学保健医療福祉学部作業療法学科）  

7.一般演題募集意思表示：一次募集締め切り 6 月 21 日(金)  

登録フォームにて入力をお願いいたします。 

登録フォーム URL：https://forms.gle/nHBPDMPT4i6Z6XLv8  

登録フォーム用 QR コード 

 

 

※お問い合わせにつきましては、 yotgakkai35endai@gmail.com（一般演題係）までお願い致します。  

※1 人一演題でお願いいたします。  

 

作業療法は、エビデンスと個別性を重視し、限られた時間、資源の中で

現実的に提供できる作業療法 を対象者と意思決定しながら創造的かつ即興

的に行われる必要があります。  

本学会を通して作業療法士が実際の臨床においてどのように思考するかを 

言語化し、講師やシンポジス ト、参加者と議論することで作業療法の臨床 

思考を深め、5～10 年後対象者に「作業は生きる栄養素だ」と思わせるこ 

とができ、「作業」のプロフェッショナルとして地域に貢献できるセラピ 

ストが増えることを期待したいと考えています。会員の皆様、ぜひこの機 

会に奮って応募してください！ 

※今回の学会より、査読時に提出していただくデータは 抄録形式ではなく

論文形式となっております。原稿作成要綱につきましては、次項の内容を

ご確認ください。発表希望者には、改めて演題作成要綱を送付予定です。

ご不明な点がございましたら事務局までご相談ください。  

 

<県学会事務局>  

〒745-8510 山口県周南市東山町 6-28  

地域医療支援病院オープンシステム 徳山医師会病院  

担当：菅 孝太郎   TEL：0834-32-5363   Mail：yotgakkai35@gmail.com 

 

 

 

https://forms.gle/nHBPDMPT4i6Z6XLv8
mailto:yotgakkai35endai@gmail.com
mailto:yotgakkai35@gmail.com
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口述発表及びポスター発表用原稿作成要綱  

 
 本学会から、論文形式での演題原稿の提出をお願いさせて頂きます。つきましては、下記の要綱を

ご確認頂き、原稿作成をお願いいたします。尚、演題発表のエントリーをされた方につきましては、

改めて作成方法、登録方法のご案内をさせて頂きます。 

 

【発表の方法】  

発表形式は、Word での原稿と PowerPoint を用いた口述・ポスター発表です 
発表時間 7 分 質疑応答 3 分程度  

 

【原稿作成について】  

１．書 式  

１）用紙は A4 サイズで 6 枚以内に収めること（図・写真含む）  
２）原稿設定について（方法）  

 
２．原稿は演題名、所属、氏名、キーワード、本文の順で記載してください。  

（キーワードは、日本作業療法士協会ホームページにて確認して下さい。）  

３．本文の記載の方法については下記を参考にして下さい（日本作業療法士協会 事例報告登録制度よ 
り）。 ※あくまで参考です。  

1)「はじめに」もしくは「目的」2)「事例（症例）紹介」3)「作業療法評価」4)「介入の基本方

針」 5)「作業療法実施計画」 6)「介入経過」 7)「結果」 8)「考察」 9)「参考文献」 

４．図表や写真は、本文の下に添付してください（カラーでも可）。鮮明なものにして下さい。  

５．発表に当たり対象者に同意を得ていること（倫理審査を受けていればその旨も記載)を抄録やスラ

イド内で分かるよう記載をお願いします。  

６．原稿は締め切り日までにメールにて提出して下さい。査読後の掲載の可否をご連絡いたします。

内容によっては修正をお願いする場合があります。  

【原稿提出および問い合わせ先】 

   〒745-8522 周南市孝田町 1番 1号 TEL 0834-28-4411 

 JCHO 徳山中央病院リハビリテーション部 作業療法士 鈴木 健朗 

   E-mail yotgakkai35endai@gmail.com 

 ※原稿については以下の点を考慮しながら作成していただければと思います。   

１）報告のテーマ、目的、意義が明確である。  
２）臨床実践に沿って、作業療法の展開をまとめられている。  
３）作業療法の転帰・帰結と作業療法内容の検討から「作業療法の成果」が検討できてい 
４）クライアントの作業および生活を焦点とし、成果を示すことができている。 
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（R6.4.12～R6.5.10） 
＜他県士会ニュース＞ 
兵庫県 ニュース№78 
長野県 会報№232 
岡山県 ニュース№137 
福岡県 会報第 155 号 
北海道 ニュース№173 
広島県 会報 253 号 
群馬県 ニュース第 156 号 
＜冊子・パンフ等＞ 
・山口県健康福祉部 やまぐち働きやすい介護

職場宣言 
・長野県作業療法士会 第 39 回長野県作業療法

学術大会プログラム 
 
 
 
 
 
＜新規施設＞ 
（岩国地区） 
独立行政法人国立病院機構 岩国医療センター 
〒740-8510 山口県岩国市愛宕町 1 丁目 1 番 1 号 

TEL:0827-34-1000  
（下関地区） 
グループホームケアシティ白雲台  
〒750-0009 山口県下関市上田中町 8 丁目 14 番 5
号 
TEL:083-249-5132 FAX:038-228-0333 
（宇部小野田地区） 
ひろき苑小野田  
〒756-0841 山口県山陽小野田市赤崎２丁目 9－1 
TEL:0836-52-8171  
＜不在籍施設＞ 
（宇部地区） 
宇部あかり園 
（下関地区） 
リハビリデイサービスさくらやま 
（山口地区） 
桑陽病院 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

会費の納入をされた方には、1 年間有効の

県士会の会員証を発行いたします。  
会員証がお手元に届くまでは振込受領証を

必ず保管してください。  
総会に参加される方がいる施設の会員証

は、総会参加者にお預けします。  
参加者がいなかった施設は、5 月末に会員

証を郵送いたします。  
振込済みの方で会員証が届かない方は事  

務局までご連絡ください。  
正会員の方へ 2024 年度の会費振込用紙をお届け

しております。各コンビニから振込みができる

振込用紙となっております。(郵便局では使用不

可) 
8,100 円の額面となっておりますが、年会費

8,000 円にコンビニの振込手数料 100 円を含めて

の 8,100 円ですので、郵便局からお振込の方は指

定の振込用紙に金額 8,000 円と記入し振り込んで

ください。また、2023 年度会費未納の方には合

算して請求させていただいています。 
本年度よりコンビニ用振込用紙は６月末まで

しか使用できません。 
お振込みがまだの方は、早急のお支払いをお

願いします。 
・4 月末日以降にお振込みの場合は、会員証発

行に時間がかかる場合があります。会員証

が届くまでは払込受領証を必ず保管してお

いてください。 
・コンビニ用振込用紙を紛失された方は、郵

便局に振込用紙がありますので、会員氏

名・ＯＴ協会会員番号を記入し、年会費

（￥8,000）を下記まで振り込んでください。 

 

  

 

 

 
 

 

 

お問い合わせ先：山口県作業療法士会事務局 

TEL：083-920-0171 

＊職場の異動などがある場合、振込用紙に変更

事項の記入だけでは会員データが更新されませ

ん。異動届の提出をお願いします（県士会のﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞからも変更出来ます）。 

事務局より 

着文書 財務より 

郵便振替口座   

口座番号：01590-5-11556 

加入者名：山口県作業療法士会 
ゆうちょ銀行 
一五九支店 当座預金 0011556 
加入者名：山口県作業療法士会 

施設情報 
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皆さんこんにちは！５月病は治りましたか？ 
  さて、2024 年パリオリンピックがいよいよ一か月後に迫ってまいりました！ 
  今年は 7 月 26 日から 8 月 11 日の日程で、パリで開催されます。 

（その後パラリンピックが 8 月 28 日から 9 月 8 日に同会場にて開催となります。） 
今回のパリオリンピックの見どころと言えば、なんといっても会場の立地ではないでしょうか！ 

環境に配慮して既存の施設を 95％活用するということなので、競技を観戦する＝観光と言っても過

言ではないのではないでしょうか。 
 
例えば、エッフェル塔の下でのビーチバレー、アンヴァリッド（廃兵院）で行われる 

アーチェリー、コンコルド広場での BMX フリースタイル、1900 年のパリ万国博覧会  
の展示会場として建てられたグラン・パレでのフェンシングやテコンドー、ヴェルサイ 
ユ宮殿では馬術が開かれるそうです。 

  また、競技者だけでなく一般市民も大会を身近に感じることができる催しが 
 用意されているそうです。 
  例えば、マラソンと自転車ロードレースでは、メダル競技と同じ日に、 
同じコース上で選手の足跡を辿る催しが行われます。表彰式も 
スタジアム内ではなく、公共の場で開催されるようですね。 
大会期間中に競技観戦＆観光が一遍に出来るなんてとても贅沢♬ 

  出来れば現地に行きたいところですが、なかなか難しいので TV 観戦 
しつつ旅行した気分に浸りたいと思います。 

   
さらに見どころいえば、パリオリンピックから採用された新種目「ブレイキン」  

ですね！ 
  これは所謂「ブレイクダンス」と同じで、DJが流す曲とMCに即興で合わ

せてダンスバトルする種目です！ 
  ダンスバトルは元々街中の不良たちが、やり場のないストレスを暴力でし

か発散できなかったパワーをダンスで表現したり、彼らの練習場所を取り合

うために行われていたのがルーツだそうです。 
  平和の祭典オリンピックの種目としてとても良いですね！世の中の紛争もす

べてブレイキンで解決できれば素敵です♪ 
  ということで、オリンピックまであと一か月。ワクワクしながら待つとしましょう！！ 
                 
 
 
 

   

  
作業療法士を募集しています 

 

山縣整形外科医院 

 

〒747-0834 山口県防府市田島 1092 

TEL 0835-22-0246 

★HP もご覧ください https://www.yamagata-iin.com/ 

雇用形態 常勤  ★時短勤務も応相談 

給与・賞与 月給  ￥220，０００～ 

  （経験年数により優遇、各種手当あり） 

昇給:適宜  賞与:あり 

診療日 

（出勤日は 

応相談） 

月～水・金      8:３0～１２：３０   

１４：３０～１８：３０ 

木                 8:３0～１２：３０ 

土          8:３0～１２：３０ 

１４：００～１６：３０ 

休暇 日曜・祝日・お盆休み・年末年始 

現在の療法士数 常勤 PT３名（女性１名）  

パート PT１名（男性） 

▷雇用条件 

勤務形態はライフスタイルにより柔軟に対応したいと考えています。 

お気軽にご連絡ください！ 

 

https://www.yamagata-iin.com/
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【編集後記】 
 皆様のお手元にそれっちゃが届いた際には、天候はいかがでしょうか？ 
編集中の５月はたくさん雨が降っており、出掛けるにも場所が限られており、ど

こか雨でも過ごせる良い場所がないか探し中です。 
４月は桜、５月はつつじ、藤の花、６月は…と考えたところまず最初に思いつい

たのは紫陽花です。 
今年もどこに見に行くか考えています。皆様のお気に入りがあれば教えて頂きた

いです♩ 
文責：岡本 

 
 
 
月１回発行   

□ 発行：山口県作業療法士会 ニュース編集委員会  

□ 編集担当：石丸 拓也 (専門学校 YICリハビリテーション大学校) 

       山本 隆次 (医療法人 愛の会 光風園病院) 

吉長 卓真（医療法人社団 宇部興産中央病院） 

鍵本 州英（介護老人保健施設 寿光園） 

岡本 春奈（リハビリデイサービスプラスワン） 

□ 印刷所： 社会福祉法人山口県コロニー協会経営 ワークショップ・山口 コロニー印刷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記事の掲載依頼について 

≪一般社団法人 山口県作業療法士会 事務局≫ 
〒753‐0851 山口県山口市黒川 2572‐1 メゾン西京 103   
事務 児玉・岡﨑(Tel/Fax：083-920-0171 Mail：ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com ) 

Web：http://www.y-ot.jp/ 
 

☆ 原稿締め切り日は定例で毎月第 2日曜日としております。（変更の場合あり） 

次回 7月号（No.342）は令和 6年 6 月 9日が締め切りで、発行日は令和 6年 7月 4日頃です。

記事掲載希望の方は下記 E-MAIL アドレスへ送ってください。 

E-mail：yot_news@hotmail.co.jp 

（書式は Word、フォントは明朝 10.5P英数字は半角でお願いします。） 

＊編集の都合上、レイアウト等一部変更させて頂くことがあります。ご了承ください。 

☆ ニュースに対するご意見、ご感想をお待ちしています。 

＜県士会ニュース編集委員会＞ 編集委員長：YICリハビリテーション大学校  石丸 拓也 

（TEL）0836-45-1000 （FAX）0836-45-1010  

山口県作業療法士会 
LINE 公式アカウント 

山口県作業療法士会 
公式 Instagram 

それっちゃデジタル版 

mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
http://www.y-ot.jp/
mailto:yot_news@hotmail.co.jp
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